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交通外傷（骨折受傷者）の統計的観察*
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交櫛撚よる入体の損傷並び競亡例は年々その　第俵　　　女脚例・（10，2％）atm

叢麓麟欝雛慕鋼麟蕨忌繰　塑u璽L鉱．嵩膿集欝砦讐
解剖し，貴任の所在を究明する辮例がしばしばみられ　　　　男　　97　89・8％　　れは一般の交通嚇故受傷例

る様になつて来た。然し乍ら法医学に於けるこの方面　　　　女　　　ZI　IO・　2％　　と岡様の傾向を示してお

の開拓獣統分と転矧交欝・孜特蘭騨に　計倒　　り・蜥受瀦・つい・も
よる損傷は高度な加速度的外力が衝1聡的にfド用して複　　　　　　　　　　　　　特黒な傾向はみられない。

雑な様相を贔し，多種多様な形態を示すので，その解　　　　　§月刷例数

明が園難な察が多いのが現状である。然し好むと好ま　　　月別の例数は袈2の如くである。骨折受傷衡の数は

ざるとに拘らず，我々法医学にたつさわる者は多数の　　　7，5，6月の温暖或は夏の時期に多く央々16例（Z4．7

例を個々に究明して，その統計的資料から，窃故によ　　％），14例（12．8％），12例（11．O％）となつて贋り，

る人体損働の機転を遂次明らかにして，これに寄与す　　　12月，2月の冬期が央々4例（3，70／o），6例（5，5％）

る貴務があるものと考へられる。　　　　　　　　　　　で最も少ない値を示している。

　そこで我々は数少ない死体解剖例のみに依存せずt　　　　これは気候による蒲衣の厚薄にも関係があると考え

布内の鰍舗院練院し欄和39年1ケ年間の骨折　られ・　「s（・vamaにより酬の　第2裟

購麟鱗號韓謙装鷺響磐騰瀟犠馴例数％
折線の状態骨折の部位，人体に触れた車体の部位，そ　　　加すると共に，開放的な気　　工月

の他の項目について統計的観察を行つたのでtこれに　　　分も学伝つてスピードを出　　2月

ついて報告し，いささか考察を加えてみたい。　　　　　　し易い傾向にあるためであ’　3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろう。　　　　　　　　　　4月

　　　　　　　　　　融資料　　　　　　嫡轍以外の骨折eaes　胡
昭和39年、月1日より騨2月3・日迄姉内轍急　輌数も略。これと磁な　6n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月
病院蘇院した骨備都ついて検討をカnえた・この　傾触示しており・5・6・8月
間の全骨折患者は240例でそのうちの108例が自己負　　　7月が夫々30例（12．5％）　　g月

傷i被害負陽を禽めた交通事故による骨折受働着で・　　　で最も多く・3月，2月が　　10月

これは全骨折患者の45％に相当する。他の132例中に　　夫々11例（4．　6016），14例　　U月

は労災察故或はスキー外傷，スポーッ外傷，その他が　　　（5．8％）で最も少なくなつ　　ユ2月
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　就て検討し次の如き結果を得た。　　　　　　　　一　　　　我々が以荊調査した統計

！　　　§性　　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料では，不快指数の最も高い盛夏の8月が交通慕故

　　男女の性別は表1に示す通り，男性97例（89．8％），　　の件数が最多であったが，骨折の件数はこれに比べる

含まれている・以下嫡外撫る断慰者1°8例に @ている・　　　訓1・sl

＊本研究は，昭和41年度，文部雀科学研究費（総合研究：交通外傷の法医学的研究）に負う所が大であ

つた。記して感謝の意を表する。
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と硝々異つた傾向を示している。　　　　　　　　　　　　　　　§加審者車種

　　§受陽の時刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加害蕾車級の内分けは第5炎に示す通り’（i’小型乗

　骨折受傷の時刻は長3の通りで午前7時から午後12　　用車が18例（16，　7％）で最も多く次で1・ラック16例

時にわたつて履り，最も多いのは午前7～8時蓮の18　　（14．8％），オートパイ15例（13，9％）の順となつて膳

例（16．7％）と午後5～611寺迄の22例（20，4％）で朝　　　り，骨折を含めた・・般の交通外傷加霜者」陣貢が小型

夕の通勤ラツシユ時が最も多い値を示して居り，一般　　　トラツクが圧倒的に多いのに比べるとや』異つた傾向

の交通司；F故の多発時刻と略々同様の傾向を示してい　　　を示している。尚中都市の特刻こな例として荷車1例

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0、9％），ガーヂントラクター1例（0．9％）がある事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を付認しておきたい。父，骨折受傷の易合にも運転の

　　第3表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤り或は不沿三意や飲灘運転による転落転倒例が計26例

時刻刎％
午前1階
　　2時
　　3時
　　4時
　　5時
　　6時
　　7時
　　8時
　　9時
　　10時

　　11時

　　12時
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0
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ユ1．1％
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3，7％

Il寺刻1微1％　（24・1％）も痂こL　e’；k，綴の事ili燗且・吐からも

午後1時
　　2時
　　3時
　　4時
　　5時
　　6時
　　7時
　　8時
　　9時
　　10時

　　ユ塒

　　ユ2時
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1．9％
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4、6％　　　　　　　第5豪

一… @　　一考を要する点であらう。

、1：1劣　　了弼……｝｝「…澗

iil　繕ク1｝1
3，7％　　　　　　四輪乗用車　　　　　　i　12

1：蹉　㌫　　il

7・4％　　加舗・適1酬％

荷車　　　　　　　　1　1
ガーデソトラクター　　　　1

％の徹示すの潴通であ猟骨搬傷潜のみにつ　　嬢　　　18
いてみると第嬢1こ示す適りで，オートAt一が48例　　　舩倒　　　　118
（44．4％）で最も多く骨折患者の約半数を占めている。

次いで自転車19例（ユ7．6％），歩行者13例（12・0％）の　　　　　§被雷者。加書噺の飲酒状況

　§被霧者車種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原動機付コ1酬工　　　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
一般の交通外傷の被警藩は歩行者が最も多く約30　　　　　ダンヅヵ一　　　　　1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

14。8％

13，9％

16，7％

7．4％

1，ユ．1％

3．7％

3．7％

0．go％

0．9％

ユ．9％

0．9％

7，4％

ユ6、7％

順となつて居り，ダンプカーの1例（0・9％）が最も少　　我々はかねてから交遡倣被雀者の飲酒状況を璽視

ないが，これは衝突揺i触等によるものでなく，運転の　　　し，これについても若干の調査を行つているが，それ

誤りにより崖i下へ転落したために発生したものであ　　　によると被害者の約16．7％が飲酒してい事実が認めら

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被害者・加害春の飲酒の有無の状況は第6表に示す

　　　　　第4表　　　　　　　　　　　　　　　　　通りで，骨折受傷者108
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　第6衷
被離鞭i徽1％　　　僻明らかに飲酒を認め
オートバイ

スクーター

自転軍

小型四輸

小型トラツク

トラツク

ダソブカー

歩行

48

10

19

6

8

3

1

13

4畿　　の実に・1・・％・高締簾

、7．6％　　　している・　　　暑
5．6％　　　　このうち自己負麟即一万

たものは23例で鍬瀦蠣刎例剃％

7．・・／e　　ち嚇・転倒・計・・例中薯

2，8％　　　　　　　では8例（30．0％）が飲

有

無

有

無

23

85

21

87

21．3％

？8，7％

19，4％

80．6％

0．9％　　　　　　　　酒して居り，アルコールの飲用が交通築故の被害にも・

ユ2・0％　　　　　　　多大の影響がある欝が紹められる。

　　　　　　　　　　　一方加害者のうちアル＝一ルな飲用していたものは
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21例（19．4％）あり，飲酒運転は厳にしましむべきで　　　率が高い割合いに頭蓋骨の損傷例がこれに伴なわない

あると考へられる。　　　　　　　　　　　　　　　　頚は注目に値いするものであろう。下腿骨の骨折が肥

　　　§骨折の様相　　　　　　　　　　　　　　　　　倒的に多いのは，人体の構造や乗り物の形態耀びにそ

　骨折の様相がその予後に及ぼす影響は，それが皮膚　　　の加速度等を考慮に入れれば当然の那であろう。

の損傷を伴う開放性骨折であるか，或は皮囎の損傷が　　　次で多いのは鎖骨であり、16例（14．3％）街示して

ない皮下骨折（非關放性骨折）であるかによつて異　　　いるが，これは交通導敬により転倒して屑な強暫した

る。勿論，開放性骨折に於ては細菌感染の危険が考へ　　　際の介達的外力によるもので，調査の結果意外に多い

　られ・臨林的に治療に当る医師が細心の注意を要する　　　事が判明した。これはオートバイ，自松寧等に粟車し

事は勿論万一骨に炎症を起した楊合は治癒，ひいて　　他の庫に触れた時，或は自分で転倒した場含，上半身

は社会復帰に年余を要す　　第7表　　　　　　　　　　の堅い突出部である属関節が路隙こ強打されて発熱す

垂犠1ま畿総骨折蝋例数1％　る懸論塘，酬のそれ脚脚、、
第7表の通りで交通外働　皮下骨折　　89　82・4％　　　％）が下腿骨に続いて暦るが，手指，屑脚，粥盤等の

による開灘蜥は・9例開脚’ユ917・6％　骨撚鰍的少なく，継外力に焔脊1概｛三迫骨折

　（ユ7．6％）で交通聯故以外の骨折患者のそれよりもか　　　が3例（2，　7％）認められる。

なり高率を示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　§骨折線の状況

　　　§骨折の部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　交通外働による骨折受傷の場合，外力のkドM’ji向と

　骨折の部位は第8蓑に示す如くで，殆ど全身にわた　　　骨折線の走行形状は，その俺折の発億機転な究明すゐ

っている。最も多いのは下腿骨の骨折で計34例（30．3　　法医掌的解釈に燈要な患義を持つ嚇は勿論である。こ

「％）で，そのうちわけは脛骨17例（：，5．1％），腓’階10　　の点に関する爽験的研究は千薬火学法甑紫激鐘翌で人’1？’

例（8・9％）・夕隣4例（3・6％）・内躁3例（2・7％）　を用いた詳華　1なデーター醗袈さ2Z，これが角糊に多

となつている。衆知の如く一般の交通外傷は頭部の　　　火な示唆を与へて居られるが，生体に紺してこれが繊

損傷が約半数を占めているが・頭蓋骨の骨折e：lo例　　　ちにあてはまるか否かについては多少の疑問をもつ嘆，

（8・9％）で案外少なくなつており，脳損傷による死亡　　　のである。　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人体が戸外で何らかの行動をしている時の岱筋肉の

　　　　　第8表　　　　　　　　　　　　　　　　　緊張状態，及びその個人差，或は乗り物を操伶してい

骨折部位1例剃％　　　る吻姿騨は・それぞ娯つて居り・・派隙的

　　　　　　頭　　蓋　　骨

　　　　　　下　腿脛　骨

　　　　　　　tt　　腓　　骨

　　　　　　　〃　　内　際

　　　　　　　〃　　外　躁

　　　　　　大　　腿　　骨

｝　　　　　鎖　　　　骨

　　　　　　骨　盤　坐　骨

　　　　　　　〃　　恥　骨

　　　　　　　〃　　腸　骨

　　　　　　腰　　　　椎

　　　　　　前　腕　擁　骨

　　　　　　　”　尺　骨

　　　　　、手　　指　　骨

　　　　　　頬　　　　骨

　　　　　　上　　腕　　骨

　　　　　　肋　　　　　骨

　　　　　　罵　　脾　　骨
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5

16
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1

1

3

3

1（｝

1

8，9％

15，1％

8，9％

2．7％

3，6％

4．5％

14，3％

1，8％

O．9％

1，8％

2．7％

8．O％

0，9％

0．9％

2．7％

2．7％

8，9％

0．9％

計　liO8　［

外力が加った場合には種々な要因が附加されるので，

第9表

蕃本型 例数 ％

第1型

堂i立ヱヱ　　i王ヱヨこ　　■

28 2生6％

第2型

士逆ヱエ：　　1〕エコエ：五　　1

41 3厩o％

第3型

↓iコ『z区五巫　　1

13 ll．4％

第4型

↓i
C；灘・㈱　　2

16 1生o％

獅型

　　「
R：訓工コiこ1皿　　」

@　i噸ロ←
16 1生o％



角菖1　号　　（1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　173－（173）

単純な物理的法則が当はまらないであろうとは当然考　　　には更に予定よりも長期闘を必要としているのが通例

へられる事であろう。　　　　　　　　　　　　　の様である。

　骨折線の分類に当つては千彙大学法甑学教室のもの　　　　又，骨折以外の測撮傷，特に頭部外駕の倉餅療を伴

に従つたが，調査の結果，介達外力によ～1♪骨折がかな　　　うものは年余にわたつて治療を絨けているものもかな

りの例数を占める所から，これをV型として追加し　　　り認められる事は，今後の交通事故予防玄寸禦，並びに

た。その結果を表に示すと雛9姦の如くであつた。こ　　　交通外傷患諸のリハビリテー・・シ駅ンの問題に対しても

れによると1型が28例（24．6％），1［聖カミ41例（36，　0　　－一考を要する問題と考へられる。

％），斑型が13例（11．4％）、IV型が16例（14．0％），　　　　骨折患皆のうち入院治1贋を必要としたものは雛12糞

V型16例（14．（）％）となつて思り，千葉大学のデ・・一　　の畑く85例（78，7％）の多きにわたつて履り，この治

タHの1型が50％以上を占めるとされるものと多少異　　　療に当つては本人の苦難は　　繁12競

鑓餓奪擾臨箏搬馨鍛碧犠鰭　雛3謝，簾讐＿＿⊥墜⊥勉．
　　翻斬騎体に脚脚1琳その体の撒　　　る．尚7／e、rk’の2例（：L　9％）入院　飼7桟7％

骨折受鵬の身体に触れた部位は第1嚥の通りで，　顧嫡1タ鵬（脳捌1のを伴　ク裸　21．】9・蛎
乗り物のi“tlSti“Lでは・C　l，・・一力tfs　－ig多くユ5例（23、・％），　なう麟患者であり，・の批　2：1・9％

次で車のボデイ9例（13・8％）・ボンネツト5例（7・7　　場脅ば骨折（丁腿骨折・肋骨々折）の方が副損傷とい

％）となつて居り，その他は数も少ない。　　　　　　　うべきであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§讃損傷の有無

　　　　　第臓　　　　　　　　髄〒媛傷した騨1・8伽うち，髄及磯煉
部　倒徽1％　　　関働る繍以外の躰の糊に醐励諭たもの
ゆ　　　　　　ウ

ハソバha

ボデイ

ボンネツト

車輪

ハソドル

自転車前輪

荷91　lt体

フエンダー

大地転倒
r’〃転落

15

9

5

4

1

1

1

コ．

23．0％　　　　は68例（63・0％）の多きに逮しており・これ嬢に示

13．8％　　　　　　すと雛13褒の如くである。副損傷の含計例数が96例と

7．7％　　　　　　　なっているのは同一受傷者で2ケ所以上の副損欝を誌、

6・1％　　　　めたものがあるためである。
1．5％

1，5％　　　　　　　　　　　　　第13衷

1．5％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1．5％　　　　　　　　　　　一一一．　　　＿一＿一一＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．一一一．．．－A．．t．．＿＿＿＿＿＿＿一．＿＿＿．，副　損　傷1醐％
・・幽　　　灘纒傷皮下血腫t，、創

7ドG・8％　　　　蝋　，’，’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下肢　　〃　　〃
　これに対し車体岡志が触れたり或は自己の転倒にょ　　　　　胸背部　　〃　　〃

り路面に触れて受傷した例が27例（41．6％）も認めら　　　　　腹部腰部1螺部　rt　tt

れる所から，交通外傷，特に骨折受筋巻にも自己「鼠傷
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24、6％

16。7％

19，4％

ユ4．7％

7．4％

6，4％

がかなり多い辮を物語つている。　　　　　　　これによると軽い頭部の打撲，b・ら，生命の危険を伴

　　§治療期間及入院要否の別　　　　　　　　　　　　　う脳挫傷を含む頭部外傷が26例（24，6％）で最も多

　骨折患看の治療期間は表11に示す通りで，約1～3　　く，次で上肢が21例（19．4％），下肢が16例（14，7％）

鋤表　　　　ケ月腰するものが最も　で，　）tri’部・灘潤部が7例（6・4％）で履砂なくな

堕型間圃％窒1あ繍臓警；　薦乏轟欝翻騨鑑藷鷹房織欝
　3W
　lM
　2M
　3M
　4M
　5M
6M以上
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2

2

、諺あつ繍・・れはあ・あろ・・

　　　　まで受傷当初の診断によ
34．oe／0

18．、9％る予定期聞で加て漕　　　　　総括
0．9％の癒合が直ちに社会復帰　　我々1叡昭和39年1ケ年問に中都市卦轍急病院に来院

1，g％　を考慮に入れた完全治癒　　　した骨折患者1Q8例について，種々な方面から蜜態調

1，9％　でない衷ば勿論で，これ　　　査を行い，統計的観察の結果を報岱した。このうち特
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に外力の作用方向と骨折線の状況に関するものは，交　　　明し得ない事が痛感される次第である。

通專故に於ける被害者と加暫車の関連について，何ら

かの法医学的究明の一端ともなればと考へ，特に詳細　　　　　　　　　　　　文　　献

な検討を行つたが，今回の調査では例数も比較的少な　　　①野田金次郎。他：交通卜1敬の公衆衛生的研究二1露州

く，さして明確で禽意な結論は得られなかつた。然し　　　医学雑誌：12（2），1963　　②宮内義之助：交li削1：

乍ら千葉大学法医学教室川瀬氏のデーターは本人も寵　　　故と法医：日新医学；50（3），ユ963　　④川瀬幹

して居られる様に，これを直ちに生体にあてはめる宴　　雄；骨折と外力に関する案験的研究：日本法医学雑

には多少異議をもつものであり，今後更に多数の症例　　　誌：19（4），1965

について資料を加算して行かなければ，その機転を解


